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年 ６１ 6５ 6８ 7０ ７３ 
政治・経済 Ｌ５ 0.0 0.3 0.0 0.0 
社会面 3.7 ２３ 6.8 2.9 3.7 
トピックス 2.4 ＬＯ 1.7 1.5 0.0 
ルポ 1.5 ２８ 0.4 1.0 ０．０ 
暮し 0.0 ００ ０．５ 0.0 0.0 
作法マナー 0.0 ００ Ｌ１ Ｌ６ 
男・セックス 1.4 5.5 4.3 2.0 1.7 
女・生き方 3.8 1４ 0.5 0.0 0.7 
結蛎 2０ 2.1 1.1 ０７ 3.1 
小 計 7２ 9０ 7.0 4.3 5.5 
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3９ 
Ｂ
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
こ
の
傾
城
は
、
予
想
と
巡
っ
て
六
六
年
～
六
七
年
に
か
け
て
減
少
し
、
七
○
年
を
底
に
上
昇
し
て
い
る
と
は
い
え
、
全
休
と
し
て
は
下
降
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
年
々
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
」
は
、
妃
ジ
ャ
ン
ル
別
の
特
徴
Ａ
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
六
一
年
か
ら
七
一
年
ま
で
急
激
な
ペ
ー
ジ
燗
が
み
ら
れ
、
一
五
＄
↓
二
九
％
と
な
る
。
七
一
年
を
境
に
七
四
年
には↓一八％と下降する。この領域のピークは、六七年～七三年までが目立ち二○％を越えている。
七
一
年
ま
で
の
急
増
は
、
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
比
を
下
降
さ
せ
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
欄
に
吸
収
し
て
い
る
。
と
く
に
「
男
・
セ
ッ
クス」「女・生き方」「結妬」の計をみると、七一年まで下降しており「芸能・ゴシップ」に机対している。この紀
鞭趾（比）の墹人は、６じどおりゴシップ、スター紀珈の哨大であり、報道の雌洲は変化がないようにみえる。
他のジャンルの吸収の例では、「夫婦の対談」という棚が、芸能人夫婦に移行したり「新蛎日記」の棚が一般読者
か
ら
、
こ
れ
も
有
名
人
に
移
っ
て
い
る
よ
う
に
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
代
替
し
て
い
く
傾
向
に
な
る
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
を
中
心
と
し
た
有名人紀駆の堪加もみのがせない。
女
性
週
刊
誌
の
中
で
肢
も
あ
つ
か
い
の
少
い
賦
域
は
、
「
政
治
・
経
済
」
「
社
会
面
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
こ
な
ど
の社会性の強い記事である。いわゆる新聞の一面、二、三ｍにあたる部分はないに等しい。また、紀瓢としては似て
い
る
「
縁
し
」
に
つ
い
て
も
少
い
。
「
篠
し
」
記
事
は
、
単
に
社
会
的
記
事
と
い
う
よ
り
、
台
所
・
家
庭
と
直
結
し
て
い
る
も
の
と
し
て
見
通
し
を
た
て
た
の
だ
が
、
意
外
で
あ
る
。
「
社
会
伽
」
が
若
干
割
合
が
高
い
の
は
躯
件
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ベ
ル
を
付
け
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
比
絞
的
女
性
週
刊
誌
の
中
心
を
な
す
と
推
測
さ
れ
た
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
「
女
・
生
き
方
」
「
結
婚
」
に
つ
い
て
も
割
合
が
低
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
正
価
に
す
え
た
記
事
が
少
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
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Ｆｉｇ２ 
Ｄ
 
ｂＩⅡ６《、叩》
幌へ。
2０． 
10. 
0 ●￣￣Ｐ－－Ｃ●￣●￣゛－－－●
'６１，６２’６３，６４，６５’６６’６７’６８’６９’７０’７１，７２，７３’744, 
ﾄー芸能・ゴシップーー－－おしゃれ･ファッション・美容一~~~~~~￣皇室－．．－．．－ 男性･セックス女の生き方結婚
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ｌ
れ
る
こ
と
に
す
る
。
）
４
 
Ｄ
男
・
セ
ッ
ク
ス
、
女
・
生
き
方
、
結
婚
と
の
項
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
週
刊
誌
と
い
う
性
格
か
ら
す
る
と
少
い
と
い
え
る
。
「男・セックス」「女・生き方」は、通覧すると非迎続で、ある月の特集として組まれていることが多い。それに対
し
て
「
結
婿
」
記
事
は
、
わ
り
と
長
川
な
特
集
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
お
り
、
趾
と
し
て
は
小
さ
い
が
連
続
し
記
載
頻
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
（
以
下
「
政
治
・
経
済
」
「
社
会
面
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ご
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
暮
し
」
「
手
芸
・
料
理
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
コ
ン
ガ
・
劇
阿
・
小
説
」
の
項
目
に
つ
い
て
の
杜
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
枚
数
の
祁
合
で
行
路
す
る
が
、
次
の
章
で
そ
の
内
容
に
ふ
０
皇
室
女
性
週
刊
誌
の
セ
ー
ル
ス
・
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
「
皇
室
」
記
事
は
、
六
四
年
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
続
け
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
微
少
な
記
砺
倣
と
な
る
。
も
は
や
、
女
性
週
刊
誌
に
と
っ
て
主
要
な
記
瓢
に
な
っ
て
い
な
い
。
六
四
年
の
山
は
、
〃
義
宮
〃
の
結
蛎
紀
瓢
に
よ
る
。
た
だ
、
城
少
し
た
と
い
っ
て
も
、
七
○
年
ま
で
は
、
サ
ン
プ
ル
巾
一
ケ
月
を
除
く
月
全
部
に
記
瓢
が
あ
り
、
頻
度
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
紀
紋
執
度
も
城
少
し
、
紀
瓢
よ
り
も
グ
ラ
ビ
ア
あ
つ
か
い
が
相
対
的
に
噌
加
す
る
。
八
三
％
）
（
七
四
年
記
六
影
、
グ
ｈ
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
グ
ラ
ビ
ア
中
の
、
こ
の
緬
域
の
広
告
の
上
昇
が
、
年
々
の
下
降
を
補
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
前
提
で
調
べ
る
と
、
そ
う
で
も
な
く
広
告
比
は
一
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
通
覧
す
る
と
、
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
紀
蛎
は
、
女
性
週
刊
誌
の
王
典
な
倣
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
迩
断
は
出
来
な
い
が
、
女
性
向
雑
誌
の
専
門
化
が
、
こ
の
結
果
の
回
答
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
邪
の
中
よ
り
も
グ
ラ
ビ
ア
に
比
肛
を
移
し
て
い
る
。
と
く
に
七
○
年
以
降
は
、
グ
ラ
ビ
ア
を
中
心
に
紀
收
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
六
一
年
妃
四
二
％
、
グ
五
八
％
）
（
六
五
年
紀
一
一
一
五
％
、
グ
六
五
％
）
（
六
一
年
紀
二
四
％
、
グ
七
六
％
）
（
七
○
年
記
一
七
％
、
グ
八三％）（七四年記六影、グ九四％）。この傾向は、紀邪比の高い六六年頃には〃実用記事〃に近く、それ以降視覚
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こ
こ
で
は
、
前
段
で
分
析
し
た
女
性
週
刊
誌
の
記
事
雌
の
変
動
を
手
掛
り
に
し
て
、
記
事
の
内
容
に
現
わ
れ
た
〃
女
性
像
〃
を
伽
り
起
し
、
そ
れ
を
さ
さ
え
て
い
る
女
性
観
を
検
討
す
る
。
だ
が
ひ
と
ま
ず
、
内
容
に
た
ち
入
る
前
に
、
女
性
週
刊
誌
全
休
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
特
徴
を
時
間
軸
に
そ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
数
字
か
ら
み
る
と
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
棚
の
蝋
加
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
減
少
と
見
合
っ
て
お
り
、
多
様
な
怖
報
が
け
ず
ら
れ
、
特
色
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
特
色
だ
と
い
え
ば
、
そ
う
い
え
な
い
と
と
も
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
が
容
易
に
前
提
に
す
る
こ
と
の
出
来
る
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
美
容
」
な
ど
の
女
性
向
の
話
題
は
増
加
せ
ず
、
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
し
、
「
手
芸
・
料
理
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
な
ど
の
突
川
的
（
家
庭
生
活
に
あ
る
意
味
で
役
血
つ
）
紀
邪
も
影
が
う
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
結
幡
」
「
女
・
生
き
方
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
記
瓢
は
、
内
容
は
と
に
か
く
数
鼠
的
に
は
週
刊
誌
の
亟
要
な
部
分
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
こ
こ
で
週
刊
誌
編
集
の
方
向
性
や
出
版
界
の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
女
性
週
刊
誌
の
記
事
の
特
殊
性
と
し
て
選
択
し
た
ジ
ャ
ン
ル
が
、
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
棚
に
吸
収
し
て
い
く
に
は
、
一
定
の
外
的
な
状
況
と
兇
合
っ
て
い
る
こ
と
は
兇
の
が
せ
な
い
。
内
容
の
変
化
（
あ
つ
か
わ
れ
〃
）
も
、
も
ち
ろ
ん
政
喫
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
「
皇
塞
」
記
瓢
は
、
一
九五九年の「皇太子結婚」を頂点に、女性週刊の主要部分を占めていたものが、「常陸宮の結婚」から以降漸減してい
る
。
論
調
の
変
遷
を
み
な
け
れ
ば
十
分
で
は
な
い
が
、
皇
案
の
「
結
蛎
」
か
ら
「
出
雌
」
「
育
児
」
の
順
に
話
題
が
転
換
し
、
次
第
に
中
心
的
な
話
題
が
ぼ
け
て
い
く
に
つ
れ
て
趾
も
減
少
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
と
反
比
例
し
て
い
く
こ
と
の
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
皇
室
記
事
の
状
況
と
の
係
り
は
そ
れ
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
重
要
な
登
場
の
仕
方
を
み
せ
て
い
る
（
後
述
）
。
も
っ
と
も
端
的
に
係
り
を
み
せ
て
い
る
と
魁
わ
れ
る
項
目
に
、
「
政
治
・
維
済
」
「
社
会
面
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ク
ご
「
拝
し
」
が
あ
る
。
「
暮
し
」
を
別
に
す
れ
ば
他
は
、
女
性
週
刊
誌
の
主
要
な
内
容
を
占
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
う
な
ず
け
る
が
、
六
○
年
代
初
頭
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
比
較
的
兄
う
け
ら
れ
た
。
六
五
年
以
前
で
は
、
例
え
ば
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
に
六
一
年
二
月
四
内
容
分
折
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４３ 
こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
六
○
年
代
前
半
ま
で
は
、
「
政
治
・
経
済
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
こ
「
社
会
面
」
で
も
女
性
週
刊
誌
に
顔
を
だ
す
予
地
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
広
が
り
、
生
活
と
の
関
述
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
分
析
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
女
性
週
刊
誌
発
刊
の
意
図
が
、
月
刊
婦
人
向
誌
と
迷
っ
た
特
徴
を
持
一
っ
て
出
現
し
た
の
は
、
そ
の
点
に
あ
っ
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
み
る
と
、
六
五
年
前
後
を
一
つ
の
凧
折
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
全
休
の
ペ
ー
ジ
数
の
推
移
や
、
ジ
ャ
ン
ル
の
分
布
郡
を
み
る
と
七
○
年
に
も
う
一
つ
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
○
年
Ⅱ
後
の
屈
折は、先ほどから「芸能・ゴシップ」の哨大を強調しすぎたかもしれないが、との項目の下降と、「おしゃれ・ファ
ッション」「男・セックス、女。生き力、結幡」の上昇として現われている。ただし、この傾向は、叩なる噌減では
な
く
、
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
、
女
。
生
き
〃
、
結
婿
」
が
、
あ
る
月
に
比
較
的
量
の
多
い
特
集
を
組
む
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
休
の
比
率
変
動
が
大
き
く
み
え
る
。
だ
が
そ
れ
が
七
○
年
代
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
言
え
な
い
と
と
も
な
い
。
同
じ
企
画
の
連
載
が
減
り
、
月
々
に
よ
っ
て
述
う
特
災
紀
耶
を
組
む
。
緬
川
の
見
通
し
に
よ
る
妃
羽
編
成
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
と
す
れ
ば
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
性
絡
が
非
常
に
似
て
く
る
。
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
モ
ー
ド
化
の
現
象
で
あ
る
。
『
異
境
ド
ミ
ー
ー
カ
に
移
民
の
夢
や
ぶ
れ
て
』
、
六
二
年
六
月
『
死
を
み
つ
め
て
耐
の
水
峨
に
一
○
日
間
』
、
六
五
年
一
○
月
『
あ
な
た
の
異
常
川
雌
の
危
険
率
、
か
よ
ち
ゃ
ん
一
七
才
柿
岬
の
両
が
』
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
仙
的
に
は
小
さ
い
が
紀
赦
頻
庇
が
商
い
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
六
六
年
、
そ
れ
以
降
ほ
と
ん
ど
で
て
こ
な
い
。
ま
た
出
現
し
て
も
、
七
○
年
「
（
新
述
城
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ご
州
州
川
紐
子
の
柵
呰
』
と
か
『
一
四
ケ
月
の
胎
児
が
お
腹
の
中
か
ら
け
親
と
会
話
』
な
ど
と
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
で
い
て
ま
た
猟
奇
的
色
彩
が
強
い
。
い
わ
ば
ゴ
シ
ッ
プ
め
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
社
会
伽
」
も
同
様
に
、
六
瓜
年
を
境
に
、
た
と
え
ば
七
○
年
か
ら
『
事
件
の
中
の
女
性
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
実
話
小
説
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
記
事
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
以
後
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
「
郷
し
」
記
躯
も
、
六
二
年
に
は
『
生
活
科
学
レ
ポ
ー
ト
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
暇
か
な
食
卓
が
で
き
な
い
ｌ
物
価
商
か
ら
く
ら
し
を守る三つの秘決」などという紀邪がみられる。六四年『人生の背堺典をあなたの手で、川中まり子さんの銀行レポ，一
な
ど
生
活
紀
邪
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
六
五
年
以
降
な
く
な
る
。
七
○
年
代
の
生
活
破
壊
の
状
況
は
、
女
性
週
刊
誌
に
一
向
反
映
さ
れ
ろ
様
子
が
な
い
。
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数
字
は
あ
げ
て
な
い
が
「
旅
・
レ
ジ
ャ
ー
」
記
事
は
、
六
○
年
代
前
半
で
は
、
地
図
や
ル
ー
ト
ま
で
示
し
た
実
用
的
な
様
子
で
あ
っ
た
の
が
、
と
の
期
に
な
る
と
、
グ
ラ
ビ
ア
に
移
動
し
て
き
て
、
内
容
も
、
写
真
組
み
の
〃
外
国
の
風
景
〃
で
あ
っ
た
り
〃
街
並
み
〃
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
す
で
に
六
七
・
八
年
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
。
六
七
年
か
ら
〃
家
〃
づ
く
り
の
記
事
が
始
ま
る
が
、
七
一
年
に
は
そ
れ
に
〃
イ
ン
テ
リ
ア
〃
記
事
が
グ
ラ
ビ
ア
で
加
わ
る
。
ま
た
、
「
料
理
」
が
六
七
年
か
ら
〃
ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ
ー
ド
〃
と
い
う
体
裁
を
と
り
グ
ラ
ビ
ア
で
幾
場
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
七
○
年
の
変
化
は
、
情
報
が
視
覚
化
し
て
く
る
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ン
ル
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
（
こ
れ
は
、
六
○
年
代
後
半から続く）《》それでありながら、その中で月々の記事の連係が不ぞろいで分散しているのが特徴だと言えよう。
通
覧
す
る
と
、
六
漉
年
ま
で
は
、
高
度
経
済
成
長
と
い
わ
れ
た
上
昇
期
に
あ
た
り
六
○
年
後
半
で
次
第
に
そ
の
破
た
ん
が
鰯
呈
し
は
じ
め
、
七
○
年
代
に
蕊
っ
て
破
た
ん
が
確
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
不
況
の
年
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
の
節
が
、
週
刊
誌
変
化
と
符
合
し
て
い
る
。
以
上
の
言
い
方
は
、
非
常
に
荒
っ
ぽ
い
規
定
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
つ
つ
っ
こ
ん
で
内
容
に
立
至
る
と
例
え
ば
、
高
度
経
済
成
長
が
、
〃
人
づ
く
り
〃
で
あ
っ
た
り
〃
マ
イ
・
ホ
ー
ム
主
義
〃
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
六
○
年
後
半
に
は
〃
共
働
き
〃
が
〃
モ
ー
レ
ッ
社
員
〃
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
的
状
況
の
、
そ
し
て
、
そ
の
変
動
の
大
き
さ
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
怠
味
づ
け
は
こ
れ
ま
で
に
す
る
。
次
節
で
紀
珊
内
秤
に
ふ
れ
な
が
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
外
的
状
況
と
の
関
わ
り
は
、
一
義
的
で
直
線
的
で
あ
る
な
ど
と
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
六
五
年
の
劇
画
の
ブ
ー
ム
は
、
女
性
週
刊
誌
に
は
三
年
お
く
れ
て
や
っ
て
く
る
。
六
八
年
か
ら
は
じ
め
て
劇
脚
が
載
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
と
の
タ
イ
ム
・
ラグをみても、送り手と受け手の関係によって修正、補正されている。
ジ
ャ
ン
ル
別
内
容
手
続
叩
女
性
週
刊
誌
の
量
分
析
の
結
果
か
ら
、
記
事
鼠
の
屈
折
点
と
思
わ
れ
る
年
お
よ
び
そ
の
前
後
、
全
五
年
を
選
び
、
各
年
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
一
冊
ず
つ
抽
出
す
る
。
選
択
年
は
、
六
一
年
、
六
五
年
、
六
七
年
、
七
○
年
、
七
四
年
で
あ
る
。
な
お
、
記
事
に
よ
っ
て
は
、
一
四
年
間
に
わ
た
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
抽
出
年
に
紀
軟
が
み
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
分
析
記
事
の
特
徴
に
よ
っ
て
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六
六
年
か
ら
七
三
年
を
通
覧
す
る
と
、
悩
み
は
一
貫
し
て
〃
結
婿
〃
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
六
六
年
で
は
、
と
の
『
わ
が
愛
の
悩
み
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
『
木
幡
女
性
の
切
実
な
悩
み
を
解
決
す
る
シ
リ
ー
ズ
』
と
な
っ
て
お
り
、
〃
愛
の
悩
み
〃
は
結
婿
を
め
ぐ
っ
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
と
同
時
に
〃
未
婚
女
性
の
結
嫡
相
談
〃
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
中
心
的
な
話
題
が
あ
る
。
〃
悩
み
〃
の
一
例
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
結
婿
（
式
）
の
「
形
態
」
の
問
題
で
、
両
親
と
の
対
立
が
あ
り
、
新
し
い
形
式
で
の
結
婚
を
主
張
す
る
相
手
と
、
今
ま
で
の
形
に
固
執
す
る
両
親
と
の
摩
擦
と
い
っ
た
、
新
旧
世
代
対
立
の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
対
立
者
は
、
相
談
者
自
身
で
は
な
く
、
自
分
の
相
手
と
両
親
の
間
の
衝
突
で
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
、
結
婚
の
仕
方
（
形
態
）
の
問
題
で
あ
る
に
せ
よ
相
談
者
の
こ
の
問
題
へ
の
か
か
わ
り
は
、
対
立
者
に
ゲ
タ
を
あ
ず
け
た
ま
ま
右
往
左
往
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
六
六
年
と
い
う
年
代
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
す
る
と
、
そ
の
中
味
は
、
も
っ
と
ふ
る
く
へ
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
み
え
る
。
身の上相談目立たしい形で週刊誌に「身の上相談」が笠場したのは、六六年からである。『わが愛の悩み』とい
う
タ
イ
ト
ル
で
の
連
載
物
で
あ
る
。
量
は
、
見
聞
き
四
ペ
ー
ジ
の
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
時
に
五
ペ
ー
ジ
に
増
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
川などの身の上相談に比べ、ボリュームが多いのが特徴である。内容も、一禰の物語になっており、かなり虚構性が
強
い
読
み
物
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
相
談
件
数
は
、
通
常
二
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
こ
み
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
棚
の
幾
場
は
、
六
七
年
か
ら
の
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
柵
の
墹
加
に
見
合
っ
て
お
り
、
内
容
は
こ
れ
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
読
者
の
生
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
が
、
そ
れ
な
り
に
、
そ
の
時
期
に
み
あ
っ
た
悩
み
、
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
抽
出
年
を
変
更
し
た
。
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
は
、
「
身
の
上
相
談
」
「
結
婚
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
「
女
・
生
き
方
」
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
「
皇
室
」
で
あ
る
。
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ー
風
が
鹿
大
で
未
整
理
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
、
目
次
、
妃
事
タ
イ
ト
ル
（
見
出
し
）
、
小
見
出
し
に
つ
い
て
内
容
と
の
関
わ
り
で
比
較
検
討
する方法をとった。
いて興味ぶかい。
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六
六
年
で
は
、
結
幡
相
手
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
た
相
談
者
の
悩
み
と
、
結
婚
相
手
を
さ
が
し
て
い
る
女
性
の
悩
み
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
結
蛎
に
対
し
て
の
考
え
は
脈
前
提
に
あ
る
も
の
の
、
一
応
、
ｎ
分
が
〃
自
分
の
相
手
〃
を
さ
が
す
、
決
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
し
か
し
内
容
を
み
る
と
、
相
談
者
の
位
世
は
、
ｎ
分
や
相
手
が
誠
実
で
あ
る
と
い
う
所
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も
ふ
み
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
〃
ま
じ
め
に
〃
結
婚
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
自
分
が
、
真
面
目
で
誠
実
で
あ
る
か
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
ま
た
、
自
分
の
机
手
の
判
断
の
規
準
に
す
る
。
い
わ
ば
、
人
間
評
価
の
抽
象
的
軸
が
強
調
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
人
絡
的
主
体
の
出
合
い
、
あ
る
い
は
対
立
が
切
り
お
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
川
談
者
の
〃
悩
み
〃
は
、
い
わ
ゆ
る
観
念
化
さ
れ
た
結
婚
の
理
想
像
へ
と
解
消
し
て
い
く
。
七
年
』』、Ｉ、広』０
う
〃
〃
ノ
ノ
エ
・
再
燃
し
た
職
た
ち
の
初
恋
…
で
も
、
彼
に
は
護
子
、
私
に
も
火
が
Ｉ
た
が
い
に
総
嚇
し
て
い
る
身
と
側
い
え
七
○
年
本
当
な
ら
彼
と
私
が
結
ば
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
私
も
彼
も
ま
ち
が
っ
た
結
峨
を
し
た
。
…
・
・
（
二
五
才
、
主
婦
）
。
新
し
い
結
蛎
式
を
主
張
す
る
彼
と
両
親
の
意
見
が
食
い
巡
っ
て
。
：
。
：
（
二
五
才
、
未
蛎
Ｏ
Ｌ
）
六
六
年
・叔父の経営する美人契茶で働くのを彼に反対されて・・：。・・・（一一二才、未学生）
團
号
心
身
の
上
相
談
・
全
く
対
照
的
な
一
一
人
の
男
性
に
愛
を
告
白
さ
れ
て
・
・
：
…
。
（
二
一
才
、
未
Ｏ
Ｌ
）
・
既
婚
者
に
は
可
愛
が
ら
れ
る
が
独
身
の
男
性
に
は
声
を
か
け
ら
れ
な
い
。
…
：
（
二
八
才
、
離
婚
あ
り
Ｏ
Ｌ
）
・
結
嬬
を
約
來
さ
れ
た
阿
惚
だ
け
と
、
炎
桃
に
だ
ら
し
な
い
彼
の
糸
勵
を
知
り
ｌ
同
繊
と
い
っ
て
も
、
親
に
も
認
め
ら
れ
た
私
た
ち
に
は
結
蛎
と
同
じ
だ
っ
た
。
で
も
彼
に
は
過
去
に
二
人
の
女
性
が
い
た
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
一
人
と
は
、
い
ま
も
関
係
が
：
．
…
・
・
（
二
三
才
、
未
無
職
）
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七
○
年
で
は
、
二
人
の
愛
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
『
再
燃
し
た
私
た
ち
の
初
恋
．
．
：
』
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
初
恋
は
、
単
な
る
追
憶としてではなく、相談者とその相手の現在の出会いを中心に悩みが述べられている。そこで結婚は『私も彼も』
『まちがった』結婚であり、評価はマイナスである。しかし、結局のところ悩みは、『子ども』や、『夫』といった
障害の前で、今までの結婚生活とか家庭に吸収されていってしまう。一種の予定調和の世界であって、結婚から、結
婚
生
活
、
家
庭
生
活
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
夫
や
子
ど
も
と
の
関
係
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
前
提
と
し
て
あ
る
。
〃
悩
み
〃
の
視
点
は
『
突
然
出
会
っ
た
初
恋
の
人
』
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
に
あ
る
。
愛
と
み
え
た
も
の
が
、
結
婚
生
活
や
家
庭
へ
の
不
満
の
う
ら
が
え
し
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
つ
ま
る
所
、
相
談
者
の
人
格
を
か
け
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
せ
お
わ
な
け
れ
ば
ならない必然として以前目の前にある。
七
三
年
で
は
、
親
や
家
庭
が
対
立
物
に
な
っ
て
い
な
い
。
『
親
に
認
め
ら
れ
た
同
棲
』
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
結
婚
を
約
束
さ
れ
た
』
と
い
う
意
味
で
や
は
り
結
蛎
に
連
ら
な
る
が
、
相
手
と
の
出
会
い
を
気
に
し
て
い
る
。
結
婚
は
、
形
態
、
家
庭
や
親
か
ら
の
軋
櫟
か
ら
自
由
に
な
っ
た
も
の
の
、
『
親
に
認
め
ら
れ
た
』
同
棲
で
あ
り
、
そ
れ
は
”
結
嬬
”
を
前
提
に
し
た
了
解
で
あ
る
。
話
題
と
し
て
の
新
し
さ
と
は
別
に
、
こ
こ
で
も
〃
誠
実
〃
〃
貞
淑
〃
が
、
相
談
者
の
興
味
の
中
心
に
あ
る
。
形
は
か
わ
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
の
相
談
の
紋
切
型
た
だ
し
、
七
○
年
、
七
三
年
と
、
『
わ
が
愛
の
悩
み
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
『
若
い
女
性
の
切
実
な
悩
み
を
解
決
す
る
シ
リ
ー
ズ
』
と
な
っ
て
お
り
、
未
婚
女
性
か
ら
、
若
い
女
性
へ
と
相
談
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
結
婚
相
談
だ
け
で
な
く
、
家
庭
生活やそれ以外での場での人間関係の障害へと悩みの対象は広がっていく。女性週刊誌の編集上の問題ということを
無視して考えても、この〃向には一つの意味があるかもしれない。
全
体
を
み
る
と
、
相
談
者
の
位
置
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
〃
結
婚
〃
が
ら
み
で
あ
る
と
い
う
軸
は
変
化
が
な
い
。
し
か
し
、
結
婚
の
手
続
や形態を問題にする段階から、自分にとっての〃結婚〃を思いめぐらすという方向に傾斜しつつある。それも、人格
の
切
り
む
す
び
や
、
自
分
の
生
活
を
規
定
す
る
社
会
的
情
況
か
ら
切
れ
た
形
で
、
き
わ
め
て
観
念
的
な
、
自
分
に
と
っ
て
だ
け
の
〃
安
定
〃
（
安
心
感
）
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
具
体
的
対
立
物
で
あ
っ
た
親
や
家
庭
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
悩
み
は
さ
と
は
別
に
、
こ
こ
一
が尾が引いている。
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結蛎記事戯は多くはないが、比較的各月迎続して救っている。通覧すると、六三年では『危い結蛎シリーズ』と
題
し
て
、
合
理
主
義
的
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の
警
告
が
、
六
四
年
で
は
、
『
仕
躯
水
位
よ
り
も
家
庭
中
心
で
．
・
・
・
』
と
称
し
て
、
心
豊
か
な
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の
す
す
め
を
、
七
一
一
年
で
は
『
結
婚
・
新
婚
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
』
と
題
し
、
『
共
働
き
新
婿
さ
ん
・
・
・
・
』
の
弊
害
を
、
七
三
年
で
は
『
幸
福
な
結
婿
な
の
に
こ
ん
な
に
失
う
も
の
が
多
い
と
は
』
と
し
て
、
自
分
の
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
と
し
て
の
結
蛎
が
載
っ
て
い
る
。
全
体
に
話
題
と
し
て
の
時
代
性
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
結
婚
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
形
態
、
手
続
が
と
く
に
六
二
年
、
三年にはみられ、七一一年では結婚生活の「技術論」が、七一一一年では私的「不満」がならんでいる。
六
三
、
四
年
で
提
出
さ
れ
て
い
る
総
嬬
生
鵬
の
「
形
態
・
手
続
」
は
、
｜
刀
で
『
結
蛎
設
計
の
合
難
工
蕊
」
ｌ
例
え
ば
『
、
地
に
住
み
：
：
オ
ー
ル
電
化
：
：
冷
暖
房
完
備
…
同
家
川
平
…
子
ど
も
の
た
め
の
ピ
ァ
ィ
…
』
な
ど
ｌ
の
行
き
す
ぎ
を
間
艤
に
し
『
合
理
的
花
嫁
修
業
の
結
末
は
』
と
し
て
『
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
夫
婦
の
人
品
生
藤
』
な
ど
と
否
定
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
お
料
哩
の
腕
を
ど
う
す
る
』
と
い
う
よ
う
に
、
と
く
に
女
性
の
家
蛎
と
い
う
役
削
の
再
認
識
を
せ
ま
る
。
他
方
、
六
三
年
の
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
の
結
蛎
の
例
で
は
、
『
反
対
で
す
。
右
向
け
右
の
亭
主
関
白
』
と
一
応
女
性
の
主
体
性
を
問
題
に
し
な
が
ら
も
『
女
性
の
個
性
を
球
砿
し
て
く
れ
な
が
ら
、
な
お
か
つ
男
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
』
を
蛾
ん
で
い
る
。
『
合
剛
王
溌
』
も
だ
め
、
『
亭
主
関
白
』
も
だ
め
、
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
。
：
男
性
』
の
た
め
に
『
お
料
剛
』
の
腕
を
つ
け
る
女
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
六
一
年
に
は
『
同
楼
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
み
え
る
。
話
題
と
し
て
の
目
新
し
さ
と
は
別
に
、
内
容
は
『
同
棲
は
ふ
え
て
き
た
』
『
失
敗
と
成
功
の
実
例
』
『
ま
だ
あ
る
家
と
家
と
の
結
蛎
』
な
ど
、
家
や
親
の
権
威
に
対
し
て
の
〃
同
棲
〃
の
評
価
は
あ
る
が
、
結
論
は
『
結
婚
と
い
う
タ
ガ
が
愛
情
を
さ
さ
え
る
』
『
法
律
上
は
女
性
に
不
利
』
と
い
う
よ
う
に
結
婚
に
行
き
つ
く
。
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
並
内
向
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
変
更
は
偶
然
に
せ
よ
、
今
日
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
や
は
り
社
会
的
な
風
潮
か
ら
す
る
と
、
そ
の
話
題
は
著
し
く
歩
調
が
狂
っ
て
い
る
。
六
○
年
代
前
半
で
の
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
や
、
後
半
で
の
核
家
族
化
、
期
待
さ
れ
る
人
間
像
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
の
、
家
庭
の
崩
壊
が
風
俗
的
問
題
と
か
ら
ん
で
川
現
し
て
い
る
現
象
に
も
あ
ま
り
か
か
わ
ら
ず
、
親
や
家
庭
、
浮
気
の
問
題
と
い
っ
た
古
い
問
題
が
新
し
い
話
し
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
の
側
面
を
〃
愛
情
〃
〃
結
婚
〃
と
い
う
紋
切
型
で
否
定
す
る
こ
と
で
、
結
局
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
ということを言う。
七
三
年
六
四
年
七
年
六一年・同楼のプラスとマイナス：．．新しい「結砺のあり刀」をめぐって：・・・同楼はふえてきた。失敗と
成
功
の
実
例
。
ま
だ
あ
る
家
と
家
と
の
結
蛎
式
・
反
対
論
と
賛
成
論
・
結
蛎
と
い
う
タ
ガ
が
愛
愉
を
さ
さ
え
る
。
法
六
三
年 弓Ｐ鷺Ｑ、
結
Ｊ
１
「
「
・
結
蛎
・
新
塒
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
・
共
働
き
新
蛎
さ
ん
六
八
組
中
ト
ラ
ブ
ル
な
し
が
た
っ
た
五
組
と
は
。
家
事
・
金
銭
・
セ
ッ
ク
ス
ー
油
断
大
敵
共
働
き
っ
て
怠
外
と
む
ず
か
し
そ
う
で
す
。
セ
ッ
ク
ス
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
新
蛎
だ
け
に
ち
ょ
っ
と
深
刻
・
「
家
瓢
は
交
代
で
や
ろ
う
」
な
ん
て
カ
ッ
コ
い
い
約
束
は
し
た
け
れ
ど
・
結
婚
・
新
蛎
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
・
妻
の
嫌
味
、
新
婚
亭
主
一
二
八
人
の
こ
の
意
外
な
告
白
・
新
婚
一
年
「
妻
に
不
満
な
し
」
は
た
っ
た
八
人
だ
け
。
危
い
結
幡
シ
リ
ー
ズ
・
合
理
主
義
ば
や
り
で
あ
る
。
結
蛎
も
そ
の
線
で
い
こ
う
。
高
い
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
る
よ
り
は
、
合
理
的
に
で
き
て
い
る
団
地
に
住
み
、
オ
ー
ル
家
庭
電
化
は
い
わ
ず
も
が
な
。
寝
察
に
は
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
を
入
れ
、
多
少
ゆ
と
り
が
で
き
れ
ば
冷
暖
房
設
備
を
完
備
す
る
。
外
出
に
は
も
ち
ろ
ん
自
家
用
車
。
：
・
・
こ
れ
が
あ
な
た
の
合
理
的
結
婚
生
活
の
理
想
図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
・
：
そ
れ
が
実
現
す
る
の
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
条
件
つ
き
で
．
…
・
合
理
的
花
嫁
修
業
の
結
末
は
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
夫
婦
の
大
量
生
産
・
オ
ー
ル
電
庭
電
化
の
ゆ
う
う
つ・お料理の腕をどうする。『
・
現
代
の
結
蛎
・
反
対
で
す
ノ
〃
右
向
け
右
の
亭
主
関
白
〃
・
女
性
の
個
性
を
尊
重
し
て
く
れ
な
が
ら
な
お
か
つ
男
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
－
仕
事
水
位
よ
り
も
家
庭
中
心
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
と
い
う
意
１
○
，
１
，
 
休
止
は
女
性
が
不
利
蛎
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そして七一一一年には、女性の発言として『幸編な結幡なのにこんなに失うものが多いとはノ・』『ミニスカートから棚
椹まで』自川が鰍われたと感じる。一児脳みは深刻ではあるが、変の、川璽失感の原因は『時間をもてあます生活に
と
ま
ど
い
』
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
結
蛎
生
活
・
家
庭
を
小
心
に
一
歩
も
ふ
み
出
な
い
。
『
失
う
も
の
』
は
独
身
生
活
に
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
一
向
に
眼
中
に
な
い
。
い
じ
懇
く
い
え
ば
、
『
幸
棉
な
結
蛎
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
も
は
き
、
おしゃれをし、眠りたいだけねむり、十分に小遣いを侍ち、姑や仙人のご機嫌もとらず、さらに時間ももてあまさない
充
実
し
た
結
婚
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
幸
棉
度
測
定
の
も
の
さ
し
に
、
夫
が
出
現
し
な
い
。
結
嬬
あ
る
い
は
結
婚
生
活
は
、
現
実
の
基
盤
か
ら
浮
き
あ
が
り
、
実
際
の
生
活
の
不
満
（
不
安
）
は
、
こ
こ
で
も
虚
構
化
し
て
い
る
。
向
け
て
の
技
術
論
な
の
で
あ
る
。
七二年では『油断大敵共働きって意外とむずかしそうです』とはいうものの『家事を交代でやろうなんてカッコい
い
約
束
は
し
た
け
れ
ど
』
と
な
り
、
女
性
を
家
事
に
追
い
や
り
な
が
ら
、
生
活
で
は
な
い
、
結
婚
と
い
う
一
般
論
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
は『家事』を中心にした女性の役割に、仕事をするということをつけ加えると、「本来」の夫婦バランスがくずれて
し
ま
う
と
い
う
。
た
だ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
セ
ッ
ク
ス
」
の
問
題
が
み
え
る
。
結
婚
生
活
が
、
理
念
や
一
般
論
か
ら
おりてきたとき、夫婦関係を支え、円滑にする重要なポイントとしてセックスが登場する。『家事・金銭・セックス』
と
い
う
続
き
具
合
は
金
銭
に
た
い
し
て
家
事
・
セ
ッ
ク
ス
が
対
立
物
と
し
現
わ
れ
、
共
働
き
の
力
点
を
金
銭
に
の
み
置
い
て
い
る
。
共
働
き
の
否
定
を
前
提
に
し
た
記
砺
内
容
は
、
『
セ
ッ
ク
ス
』
を
も
女
性
の
職
分
に
分
類
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
、
セ
ッ
ク
ス
は
男
に
で
し
た
ノ
．
嫉
妬
深
い
の
は
う
ん
ざ
り
だ
が
全
然
嫉
か
な
い
の
も
複
雑
な
心
境
・
お
化
粧
を
し
な
い
妻
を
持
っ
た
夫
：
：
さ
ん
の
こ
の
嘆
き
・
夫
肺
の
秘
密
を
得
意
気
で
し
ゃ
べ
る
妻
の
姿
に
夫
の
心
は
－
．
．
：
。
幸
編
な
結
幡
な
の
に
こ
ん
な
に
失
う
も
の
が
多
い
と
は
ノ
・
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
か
ら
朝
寝
ま
で
自
由
が
鰊
れ
土
と
感
じ
る
新
妻
が
訪
問
取
材
八
一
人
中
五
七
人
も
－
．
時
間
を
も
て
あ
ま
す
生
祈
に
と
ま
ど
い
・
小
適
い
が
な
く
な
り
買
物
に
頭
を
か
か
え
・
姑
の
ご
機
嫌
と
り
に
も
時
間
を
と
ら
れ
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一〃男性の不満は、『嫉妬深いのはうんざりだが嫉かないのは．・・・』『お化粧をしない妻をもった男の嘆き』など
夫
は
家
庭
を
〃
慰
安
の
場
〃
に
、
そ
こ
で
の
要
の
役
割
は
一
種
の
緩
衝
剤
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
要
の
不
満
は
、
こ
の
夫
の
不
満
に
直
接関わってこない。もっと私的で非現実的な感じさえある。その意味で、夫との関りの中での要の役判・をいうまでも
な
く
認
め
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
「粘蛎」紀瓢を時系列に迫ってみると、ある愈味では社会的怖況、風俗的表胴に対応しているように読めるが、結蛎
の
現
実
的
於
礎
か
ら
は
遠
の
く
。
六
○
年
代
前
半
で
の
商
度
経
済
成
長
は
、
結
蛎
や
家
庭
に
対
し
て
蝋
か
で
合
班
的
な
家
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
と
い
っ
た
、
物
心
両
面
で
の
プ
ラ
ス
の
日
立
幻
想
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
崩
壊
す
る
過
腿
で
、
生
活
上
の
不
安
・
不
満
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
で
て
く
る
と
「
夫
婦
間
の
つ
き
合
い
術
」
と
い
っ
た
技
術
論
が
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
七
二
年
で
の
共
働
き
の
問
題
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
七
○
年
に
か
け
て
の
経
済
的
退
潮
期
に
あ
っ
て
は
、
共
か
せ
ぎ
と
い
う
い
い
方
が
一
般
的
で
、
と
く
に
家
庭
経
済
の
、
、
、
補
て
ん
と
い
う
意
味
で
の
共
か
せ
ぎ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
赴
く
か
せ
ぎ
か
ら
共
働
き
へ
の
移
行
は
、
一
方
で
は
、
夫
婦
の
経
済
的
自
立
、
両
性
の
社
会
的
広
が
り
を
自
覚
す
る
方
向
で
い
い
換
え
ら
れ
た
積
極
的
側
面
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
記
事
あ
つ
か
い
は
単
に
こ
と
ば
が
替
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
七
○
年
に
入
り
、
共
か
せ
ぎ
と
い
う
意
味
で
の
共
働
き
で
す
ら
そ
の
現
実
的
必
要
性
は
切
実
に
な
っ
てきているにもかかわらず、それを否定することで、結婚の今日的な理念を強調する傾向すら見える。ことにきて共
働
き
と
い
う
対
象
は
、
結
嬬
を
説
明
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
〃
語
〃
に
な
っ
て
い
る
。
内
職
が
パ
ー
ト
と
言
い
か
え
ら
れ
た
よ
う
に
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
結
嫡
そ
し
て
そ
の
内
容
そ
の
も
の
が
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
。
七
三
年
で
の
女
性
の
悩
み
は
、
対
人
的
火
相が見えない。給附をいうまでもない前提としたとしても、結硲の理想像・一般論すらもかくれている。六○年代で
みられたように、結婿の価値紬をめぐっての対立や同調、あるいは剛想は中心からはずれ、私的不満（不安）が伽前
提
に
現
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
夫
婦
間
の
つ
き
あ
い
術
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
夫
婦
関
係
を
意
味
づ
け
る
と
い
う
風
な
も
の
で
は
な
く
、
不
満
の
う
ら
が
え
し
と
し
て
の
く
６
を
つ
か
む
よ
う
な
期
待
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
男
・
セ
ッ
ク
ス
六
三
・
六
四
年
で
は
、
『
男
性
の
み
せ
か
け
に
強
く
な
る
術
』
『
性
に
関
す
る
五
○
の
こ
と
ば
を
あ
な
た
に
』
な
ど
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女・生き方記事が少ないが、との項は、次の二つの女性のタイプを、年代にかかわりなく出現させている。自立
型
・
・
：
女
で
あ
り
な
が
ら
独
力
で
財
を
な
す
と
い
っ
た
出
世
物
語
。
例
え
ば
『
女
の
旅
路
・
…
人
わ
れ
を
億
万
長
者
と
呼
ぶ
』
（
六
三
年
）
『
一
六
才
で
上
京
、
株
で
も
う
け
た
金
を
元
手
に
、
年
収
〃
億
円
の
子
迦
れ
女
社
長
の
金
儲
け
』
（
六
八
年
）
な
ど
で
、
い
わ
ば
男
ま
さ
り
な
女
性
像
で
あ
る
。
次
い
で
献
身
狐
：
：
社
会
奉
仕
や
男
に
つ
く
す
女
性
の
形
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
つ
な
げ
て
み
る
と
、
忍耐づよくひたむきであり、かつ強くたくましいという一つの女性像が浮かびあがってくる。
異
性
と
し
て
の
男
の
観
察
術
や
性
知
識
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
ま
た
、
性
Ｉ
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
六
八
年
頃
か
ら
、
『
あ
げ
て
よ
か
っ
た
」
『
男
性
ヌ
ー
ド
観
賞
グ
ル
ー
プ
の
女
性
た
ち
』
な
ど
ゴ
シ
ッ
プ
め
い
た
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
般
に
は
、
セ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
し
た
紀
瓢
は
意
外
に
少
な
く
、
七
○
年
代
の
ポ
ル
ノ
な
ど
の
性
風
俗
の
波
は
見
ら
れ
な
い
。
六
八年のセックス紀靭でも、内容をみると、「愛」とか「生き方」を問題にし、それを強調しているのが特徴的である。
こ
の
い
わ
ゆ
る
セ
ッ
ク
ス
の
あ
つ
か
い
は
、
六
八
年
に
壷
場
し
た
側
川
の
内
容
に
近
い
。
一
見
少
女
向
劇
阿
で
あ
る
が
、
一
つ
の
恋
愛
側
の
中
に
セ
ッ
ク
ス
描
写
を
挿
入
し
て
展
開
し
て
お
り
、
女
性
週
刊
誌
の
中
で
は
目
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
記
邪
は
「
身
の
上
相
談
」
や
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
（
男
性
と
の
つ
き
合
い
術
も
含
む
）
や
「
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
分
類
し
て
も
い
い
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
作法・マナーこの項目はみるべきものが少ない。年による変遷がみられず、一貫して『一人で美しくきものを着
る
』
（
六
一
年
）
か
ら
『
意
外
に
や
さ
し
い
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
』
（
七
○
年
）
な
ど
が
交
互
に
出
現
す
る
。
七
三
年
で
は
、
六
一
年
の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
記
事
内
容
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
職
場
や
友
人
関
係
で
の
対
人
関
係
に
つ
い
て
の
記
霧
を
予
想
し
た
の
だ
が
六
六
年
に
一
列
『
一
等
Ｂ
Ｇ
短
期
完
成
コ
ー
ス
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
皇
室
女
性
を
あ
つ
か
っ
た
記
事
は
、
全
般
に
「
結
婚
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
は
い
る
も
の
の
、
家
族
や
育
児
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
題にしていない。唯一「皇室」記瓢がその欠けた部分をおぎなう形になっている。六四年『常陸宮の結贈』特集から
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女
性
週
刊
誌
の
あ
り
方
は
、
丘
・
質
と
も
に
形
を
か
え
て
き
て
い
る
。
と
く
に
あ
つ
か
わ
れ
る
女
性
像
の
展
開
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
重
屑
的
な
相
貌
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
個
々
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
各
項
で
肌
ら
か
に
し
て
き
た
つ
も
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
く
り
か
え
さ
な
い
が
、
お
わ
り
に
全
体
を
通
し
て
の
共
通
項
を
再
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
本
研
究
の
対
象
で
あ
る
女
性
週
刊
誌
の
最
も
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
「
結
嬬
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
蛎
も
、
現
実
的
、
社
会
的
埜
盤
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
、
ま
た
人
絡
を
か
け
た
関
係
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い
。
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
川
度
を
切
り
落
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
、
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
－
手
続
き
、
形
式
、
閉
ざ
さ
れ
た
関
係
の
巾
で
の
「
つ
き
あ
い
術
」
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
仙
況
と
の
関
わ
り
が
希
苅
で
あ
るというのは、例えば、六○年前半では「媒し」の項Ⅱに、「物価」とか「不況」などといった問題がみられたが
七
○
年
代
不
況
期
の
「
拝
し
む
き
」
に
出
合
っ
た
内
容
が
み
え
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
読
者
を
と
り
か
こ
む
変
劫
す
る
大
き
な
幹
に
は
鈍
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
風
俗
現
象
を
仙
に
な
ぜ
て
い
く
よ
う
な
記
瓢
あ
つ
か
い
に
し
て
も
、
内
容
の
貧
弱
さ
く
り
返
し
は
、
叙
述
方
法
の
新
奇
性
に
隠
さ
れ
、
今
日
的
新
し
さ
と
し
て
錯
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
凶
年
間
意
外
と
停
滞
し
た
「
女
性
像
」
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
粘
蛎
」
へ
の
傾
斜
が
、
槻
念
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
対
象
が
不
川
瞭
で
、
非
人
柵
化
し
て
い
く
傾
向
に
、
あ
る
変
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
に
は
材
料
不
足
で
あ
記
靭
は
子
ど
も
に
移
行
す
る
。
六
五
年
『
浴
宮
さ
ま
は
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
弟
芯
を
お
望
み
』
『
ナ
ル
ち
ゃ
ん
し
つ
か
り
ノ
・
皇
太
子
さ
ま
炎
御
子
さ
ま
も
楽
し
い
応
援
』
。
六
六
年
『
マ
マ
に
そ
っ
く
り
な
礼
宮
さ
ま
、
も
う
マ
マ
が
分
か
る
．
．
：
ア
ー
ャ
ち
や
ま
い
つ
と
き
も
そ
ば
を
離
れ
ぬ
浴
宮
さ
ま
』
。
七
○
年
ま
で
の
妃
瓢
は
、
慰
峯
で
の
子
ど
も
の
話
題
、
そ
し
て
家
族
の
話
題
が
続
く
。
と
く
に
、
六
○
年
前
半
の
「
女
性
鎚
班
」
で
、
プ
ラ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
が
崩
壊
し
て
い
く
巾
で
「
皇
察
」
紀
瓢
は
、
一
質
し
て
、
Ⅲ
か
る
い
家
庭
像
、
育
児
像
（
教
育
像
）
を
拙
く
・
六
三
年
「
人
づ
く
り
政
雄
」
、
六
六
年
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
と
続
く
、
教
育
行
政
の
筋
み
ち
に
、
非
常
に
み
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
几
慨
ＩＩｌｉ 
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※
前
回
の
調
査
「
女
性
観
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
第
四
一
川
応
川
心
理
学
会
に
発
表
し
た
も
の
で
、
く
わ
し
く
数
字
を
あ
げ
て
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
が
手
許
に
あ
る
。
ま
た
今
凹
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
ま
ま
千
つ
か
づ
に
の
こ
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
と
く
に
、
内
容
分
析
に
つ
い
て
は
文
中
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
細
か
い
分
析
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
し
、
他
誌
に
つ
い
て
の
比
較
も
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
前
回
、
今
回
と
も
調
査
研
究
の
主
体
は
、
心
理
学
実
験
室
メ
ン
バ
ー
、
心
理
学
研
究
所
、
学
生
サ
ー
ク
ル
心
Ⅲ
学
研
究
会
の
共
同
に
よ
っ
て
い
る
。
ろ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
十
四
年
間
の
経
過
は
、
「
結
婚
」
が
女
性
に
と
っ
て
、
無
条
件
に
行
き
着
く
場
所
で
あ
る
こ
と
の
く
り
返
し
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
「
結
蛎
」
と
い
う
も
の
を
無
条
件
的
に
女
性
の
行
き
満
く
場
所
と
み
る
そ
の
視
点
は
、
女
性
自
身
の
迎
命
が
結
婚
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
は
男
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
非
主
体
的
な
観
念
に
文
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
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